
太平児童センター　事業評価表

※事業区分「1」…仕様書事業、事業区分「2」…自主事業

乳幼児 小学生 中高生 大人 合計 乳幼児 小学生 中高生 大人 合計

① 乳幼児クラブ　０歳

・エンゼルクラブ
・ベビークラブ
　(さくら・たんぽぽ)

前・後期
6回

（エンゼル
は

後期のみ）

10 28 410 0 0 351 761 27 390 0 0 361 751

月齢ごとに前期2ｸﾞﾙｰﾌﾟ、後期3ｸﾞﾙｰﾌﾟに分けそれぞれ
半期6回実施。親子で安心して過ごせる居場所、ﾈｯﾄﾜｰ
ｸづくりをできる場所が欲しいというﾆｰｽﾞに沿ったものが
提供できるよう、親子でのふれあい遊びと、保護者同士
の交流が自然と図れるような活動を取り入れて実施。
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染防止の為、ｴﾝｾﾞﾙ、、ﾍﾞﾋﾞｰ（さくら、
たんぽぽ)、が各1回中止。

② 乳幼児クラブ　１歳

・ぴよぴよクラブ
　(あか・あお)

前・後期
8回

10 33 514 0 0 491 1,005 31 362 0 0 360 722

発達の節目を迎える時期でもあり、2ｸﾞﾙｰﾌﾟを曜日を変
えて丁寧に関わった。興味の持ち方や人や物への向か
い方、発達具合等違うため、参加しやすい活動を提供
するとともに、活動に乗りにくい子や育児不安のある保
護者に丁寧にﾌｫﾛｰした。保育無償化により人数が減少
したと推測。新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染防止の為1回中止。

③ 乳幼児クラブ　２歳

・ちびっこクラブ(運動メイン)
・キンダークラブ(製作メイン) 前・後期

8回
10 32 556 23 0 444 1,023 31 617 0 0 490 1,107

運動と製作それぞれが主のｸﾞﾙｰﾌﾟを作り実施。どちらも
経験したことのある活動の中に少し変化を加えること
で、できることや、取り組む姿勢の変化が保護者と分か
り易く捉えることができ、保護者と子どもの成長を一緒
に追いながら、交流を深めることができた。また、子ども
同士の横のつながりも強くなる時期で、横のつながりを
意識した活動の提供も行い子ども同士、保護者同士の
繋がりが濃いｸﾞﾙｰﾌﾟとなった。新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染防止
の為1回中止。

93 1,480 23 0 1,286 2,789 89 1,369 0 0 1,211 2,580
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④ 乳幼児　自主事業

・幼児あそぼう会(毎月)
・絵本読み聞かせ(毎月)
・幼児トランポリン(毎月)
・幼児水あそび(夏季)
・親育ち4・3・6・3協賛事業
　「おそとクラブ」

月3回
程度

12 13 35 407 0 0 317 724 35 315 14 0 280 609

申込不要で、当日誰でも自由に参加できる、毎月開催
の幼児ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝと絵本の読み聞かせは、気軽に参加で
きる事業となった。徐々にﾘﾋﾟｰﾀｰが増え、年度末になる
につれて参加人数が多くなった。遊びだけでなく、活動
の合間に育児相談を受けることも多くあり、相談支援と
しての役割も担う場となった。
今年度から開始したおそとｸﾗﾌﾞは、隣接する太平公園
で体操やふれあい遊びを行った。当日、公園に遊びに
来ている親子にも声を掛け、児童ｾﾝﾀｰに遊びに来たこ
とのない親子にも参加してもらい児童ｾﾝﾀｰを知ってもら
うきっかけにもなった。
幼児水あそびは、熱中症警報によりできない日があり、
予定していた回数よりも少なくなった、
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染防止の為絵本読み聞かせと幼児ﾄﾗ
ﾝﾎﾟﾘﾝ各1回中止。

35 407 0 0 317 724 35 315 14 0 280 609

実施日 事業の内容、利用者の満足度・評価 等
実施
回数
2019

年度評価

2018
年度

1

2019
年度

実施日・事業名 指定回数

15

実施
回数
2018

2018年度の参加人数 2019年度の参加人数

15
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乳幼児 小学生 中高生 大人 合計 乳幼児 小学生 中高生 大人 合計

実施日 事業の内容、利用者の満足度・評価 等
実施
回数
2019

年度評価

2018
年度

2019
年度

実施日・事業名 指定回数
実施
回数
2018

2018年度の参加人数 2019年度の参加人数
項目

事業
区分

①

小学生のクラブ 74 1 960 0 22 983 71 0 783 0 1 784

一輪車クラブ 6回 37 1 451 0 5 457 34 0 291 0 0 291

子どもスタッフクラブ 6回 20 0 252 0 16 268 20 0 167 0 0 167

卓球クラブ 6回 17 0 257 0 1 258 17 0 325 0 1 326

②

ボランティア活動
月1回
程度

12 0 39 0 0 39 10 2 28 0 0 30

月に一回程度、児童ｾﾝﾀｰに遊びに来ている子どもに声
を掛けて、掲示物の装飾の手伝い等をしてもらった。楽
しみながら行い、手伝って作った物が児童ｾﾝﾀｰに飾ら
れる達成感も体感できる機会となった。
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染防止の為3月1回中止。

86 1 999 0 22 1,022 81 2 811 0 1 814
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③ 児童　自主事業

・子どもスタッフ交流会(7館合同)
・トランポリン(毎月)
・季節行事
　(デイキャンプ、クリスマス会等)
・チャレンジ番付(毎月)
・福祉体験

月3回
程度

13 15 35 41 518 0 56 615 37 35 526 12 62 635

チャレンジ番付けは低学年から高学年までが同じ競技
で楽しみながら競い合えるように、体力・体格・年齢差が
あってもたくさんの児童がやってみようと思えるような内
容にして行った。その結果、低学年の児童でも上位を目
指して張り切る姿が多くみられるようになった。ひとつの
事業をきっかけになわとびブームがおこり、皆でなわと
びで遊ぶことが増えたりもした。
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染防止の為、3月実施予定の一輪車
交流会、トランポリン及びﾁｬﾚﾝｼﾞ番付各1回中止。

35 41 518 0 56 615 37 35 526 12 62 635

一輪車ｸﾗﾌﾞは、祭りなどでの演技披露を目的としながら
練習する中・上級者ｺｰｽと、まずは一人で安定して乗り
こなすことを目的とした初級者ｺｰｽの二つに分け別々の
時間に練習した。
卓球の世界大会での日本人の活躍もあってか、今年度
卓球ｸﾗﾌﾞの入会者が多く、毎回20名前後が参加者。外
部ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ講師のきめ細かい技術指導もあり、多くの児
童がﾚﾍﾞﾙ向上の目標をもって取り組めた。
子どもｽﾀｯﾌｸﾗﾌﾞは、清掃ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ等の奉仕活動の他に
福祉ｾﾝﾀｰまつりや地域のお祭りのﾌﾞｰｽの計画・準備・
当日の運営を行った。
ｸﾗﾌﾞのﾆｰｽﾞもあるが、開催時には遊戯室を他の来館者
が使用できないため、ｽﾍﾟｰｽの有効活用について検討
していきたい。
一輪車ｸﾗﾌﾞ、子どもｽﾀｯﾌｸﾗﾌﾞとも、毎週の参加人数に
ついては前年とそれほど違いがなかったが3月に開催を
予定していた児童ｾﾝﾀｰ祭りが新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染防止
の為中止となったため、年間の参加人数と総数は大きく
減少。このほかにも新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染防止の為、卓球
ｸﾗﾌﾞ2回、一輪車ｸﾗﾌﾞA・B各1回及び児童ｾﾝﾀｰ祭りでの
演技披露、児童ｾﾝﾀｰ祭りでの子どもｽﾀｯﾌｸﾗﾌﾞの活動
が1回中止。

小　　　計
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乳幼児 小学生 中高生 大人 合計 乳幼児 小学生 中高生 大人 合計

実施日 事業の内容、利用者の満足度・評価 等
実施
回数
2019

年度評価

2018
年度

2019
年度

実施日・事業名 指定回数
実施
回数
2018

2018年度の参加人数 2019年度の参加人数
項目

事業
区分

① 児童館まつり

年1回 1 41 82 14 100 237 0 0 0 0 0 0

3月に太平児童ｾﾝﾀｰ祭り及び中高生ｽﾍﾟｰｽ祭りを予
定、計画準備をしていたが、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染防止の
為中止。

② 移動児童館

・池田町屋公民館まつり
　(夏・秋) 年2回 3 299 593 9 302 1,203 2 172 367 2 241 782

地元池田町屋公民館の祭りに夏と秋の2回参加。ﾌﾞｰｽ
運営には子どもｽﾀｯﾌｸﾗﾌﾞの児童達とよく児童ｾﾝﾀｰに遊
びに来る中高生生徒が参加し、盛り上げてくれた。お客
さんも多く訪れ、児童ｾﾝﾀｰをより知ってもらう機会にも
なった。
前年度は、繰り返し何度でも参加できる内容で実施し都
度ｶｳﾝﾄされているため、参加人数が多い。

4 340 675 23 402 1,440 2 172 367 2 241 782
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③ 地域・多世代　自主事業
・ふれあい福祉まつり
・プレゼントづくり
・お楽しみ工作、お楽しみ会
・うながっぱうちわ配布
・福祉センター合同事業
　(豆まき会、お正月あそび等)
・ふれあい広場、卓球大会、
　福祉体験
・池田地域子育て支援センター
共催事業(芋の苗植え、芋堀り等)

月2～4回
程度

15 13 51 540 844 28 882 2,294 56 258 485 30 499 1,272

日頃から多世代が集まる複合施設でもあるため、月に
数回と積極的に多世代交流を行ってきた。事前申し込
み不要で、当日自由参加型の事業も定期的に行ったこ
とで、参加への敷居も低く、たくさんの方に良い経験をし
てもらえた。施設外の地域の、保育園、子育て支援セン
ター、放課後デイサービスとの交流を行った。年齢や障
がい等によって配慮事項など異なるものの、同じ活動を
通して、頭や体を使いながらお互いの事を知り合える機
会となった。
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染防止の為お楽しみ会、卓球大会、福
祉体験各1回中止。

51 540 844 28 882 2,294 56 258 485 30 499 1,272

1

①

中高生ボランティア
年5回
程度

3 13 0 20 49 29 98 22 0 0 36 0 36

毎月のおたよりを通して随時募集を行い、積極的な生
徒がいたため回数が増加。3月に予定していた児童ｾﾝ
ﾀｰまつりは多くのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱが参加する予定であったが
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染防止の為中止。前年は参加人数に
小学生、大人が含まれており人数に違いがある。

1

② 中高生スペース
・池田町屋公民館まつり準備、
　運営
・中高生パーティー
・児童センターまつり
　ブース準備、運営

年6回 8 1 17 20 1 39 11 5 0 32 3 40

12月から中高生ﾊﾟｰﾃｨｰという名前で、ｸｯｷﾝｸﾞをしたり
定期的に中高生ｽﾍﾟｰｽを使ったｲﾍﾞﾝﾄを実施。
多数の参加を予定していた3月の児童ｾﾝﾀｰまつりが新
型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染防止の為中止となり非常に残念であっ
た。

21 1 37 69 30 137 33 5 0 68 3 76
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③ 中高生　自主事業

・中高生チャレンジ
・小学生とあそぼう
・乳幼児とのふれあい体験

月1～2回
程度

11 15 13 0 0 20 0 20 32 0 0 94 0 94

中高生ﾁｬﾚﾝｼﾞを毎月開催した。当初は毎月1～2日、日
にちを決めて実施していたが、ﾆｰｽﾞに合わせて中高生
ﾁｬﾚﾝｼﾞ週間とし、一週間いつでも参加できる形式にし、
参加しやすくした。センターは、中高生ﾌﾛｱと、乳幼児、
児童のﾌﾛｱが分かれており、普段関わりが少ない為、乳
幼児・児童と関わる機会を増やすことも心掛けて実施し
た。定期的に、乳幼児室で乳幼児と一緒に遊んだり、小
学生と卓球をするなどの企画を取り入れた。

13 0 0 20 0 20 32 0 0 94 0 94
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乳幼児 小学生 中高生 大人 合計 乳幼児 小学生 中高生 大人 合計

実施日 事業の内容、利用者の満足度・評価 等
実施
回数
2019

年度評価

2018
年度

2019
年度

実施日・事業名 指定回数
実施
回数
2018

2018年度の参加人数 2019年度の参加人数
項目

事業
区分

①

相談日 月1回 12 12 2 0 0 2 4 11 0 0 0 3 3

日常的に相談しやすい環境、雰囲気作りに心掛けてお
り、ｸﾗﾌﾞや行事のときに相談を受けるｹｰｽが増えた。月
一回の相談日をあえて率先して周知しなかったため、相
談日の相談件数としては少ない。
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染防止の為3月1回中止。

② 講習・講演・他連携
・親育ち４・３・６・３たじみ
プラン協賛事業
　「第１３回多治見わんぱくま
つり」
・赤い羽根共同募金配分金事業
「どすこい！じどうかん相撲体
験」
・歳末助け合い募金配分金事業
「ルンルンバルーンショー」

年2～4回
程度

2 6 79 60 1 86 226 3 34 55 0 57 146

多治見市社会福祉協議会が運営する他館・ｾﾝﾀｰ及び
他団体・機関と連携し、市内在住の子どもに向け関取と
のふれあい体験、風船ｼｮｰ等のｲﾍﾞﾝﾄを開催。事業を実
施することで、児童ｾﾝﾀｰのPR及び関連機関との連携強
化へと繋がっている。わんぱくまつりでは、ﾎﾞｰｲｽｶｳﾄの
ｲﾍﾞﾝﾄに、児童館ﾌﾞｰｽを設け、ｽﾘｯﾊﾟ飛ばしを実施。
どすこい！じどうかん相撲体験は、体が大きく力強い関
取と間近で触れ合うことが出来るもので、多数の参加が
あった。
ﾙﾝﾙﾝﾊﾞﾙｰﾝｼｮｰは風船を使った芸でﾒﾃﾞｨｱにも出演して
いる大道芸人の風船太郎を招き、申込段階からたくさん
の問い合わせがあった。

③ 母親クラブ

・ママクラブ
　(母親クラブ立上げ支援事業)

月1回
程度

11 109 0 0 96 205 10 99 0 0 84 183

母親クラブ設立の前段階の「ﾏﾏｸﾗﾌﾞ」を実施。月一回程
度開催し、保護者が主体となり、子どもも一緒に楽しみ
ながら取り組める内容を実施。年度途中でﾘｰﾀﾞｰ的存在
だった方が不在となったこともあり、母親ｸﾗﾌﾞ立ち上げ
までには至らなかった。

29 190 60 1 184 435 24 133 55 0 144 332
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③ 子育て　自主事業

・なないろひろば

月1回 13 13 11 59 0 0 59 118 10 38 0 0 30 68

子どもの興味関心、発達状況などに合わせた活動を行
いつつ丁寧にﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸできるよう少人数に絞ったなな
いろひろばを実施。ゆったりとした流れのなかで、親子
をまるごと受け止めることを大事にし、育児や発達につ
いても保護者と一緒に考えられる機会となった。児童ｾﾝ
ﾀｰ単独ではなく、保健ｾﾝﾀｰ職員に協力してもらい、連
携した子育て支援ができ、親子の貴重な居場所になっ
た。年度当初1組の親子からｽﾀｰﾄし、保健ｾﾝﾀｰや他の
児童館・ｾﾝﾀｰからの紹介もあり、最大で7組の親子が参
加。ひろばから発達支援ｾﾝﾀｰへ移行したｹｰｽﾞや、当児
童ｾﾝﾀｰのｸﾗﾌﾞに通う親子については、ひろばに移行せ
ず、そのｸﾗﾌﾞ内で親子支援を行ったｹｰｽﾞもあり、ひろば
の参加人数としては減少したが、少人数の親子支援を
年間を通して継続することができた。
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染防止の為1回中止。

11 59 0 0 59 118 10 38 0 0 30 68
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